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農業委員会だより

　
市
農
業
委
員
会
は
10
月
26
日
か
ら
28
日

ま
で
の
３
日
間
、
限

※

界
集
落
か
ら
の
脱
却

に
取
り
組
ん
で
い
る
石
川
県
羽は

く

い咋
市
の
神み

子こ

は

ら原
地
区
と
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
６

※

次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
岐
阜
県
郡

上
市
の(

株)

明
宝
レ
デ
ィ
ー
ス
を
視
察
研

修
し
ま
し
た
。

　
羽
咋
市
の
神
子
原
地
区
は
、
か
つ
て
千

人
以
上
が
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
人
口
が
半
分
に
減
少
。
高
齢
化
率
が

54
％
に
も
な
っ
た
平
成
17
年
に
、
地
区

の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
加
工
品

の
開
発
販
売
に
成
功
し
た
経
緯
、
そ
の
結

果
と
し
て
若
者
の
定
着
が
進
ん
で
い
る
現

状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
れ
ら
が
徹

底
し
た
住
民
に
よ
る
話
し
合
い
と
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
実
現
し
た
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　
郡
上
市
の(

株)

明
宝
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、

  
市
農
業
委
員
会
は
10
月
12
日
、
八
重
樫

彰
会
長
ほ
か
役
員
５
人
が
出
席
し
、
農
林

業
施
策
に
関
す
る
提
言
書
を
髙
橋
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
書
は
、
農
業

委
員
が
日
々
の
活
動
の
中
で
把
握
し
た
農

業
者
か
ら
の
声
を
取
り
ま
と
め
、
９
月
の

総
会
で
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
提
言
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■｢(

仮
称)

営
農
指
導
セ
ン
タ
ー｣
の
設
置

■
農
業
所
得
の
向
上
策

　
①
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
見
直 

　
し
お
よ
び
充
実
②
６
次
産
業
化
推
進
へ

　
の
支
援

■
担
い
手
の
育
成
と
就
農
支
援

■
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
振
興

　
①
特
産
作
物
の
支
援
②
グ
リ
ー
ン
・

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

■
地
産
地
消
と
食
育

■
耕
作
放
棄
地
の
解
消
策

■
土
地
改
良
事
業
予
算
の
確
保
と
採
択

　
基
準
の
緩
和

■
農
村
環
境
の
維
持

■
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

　
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
漏
え
い
被

　
害
へ
の
対
応

(上)明宝レディース会長から
｢当社は女性だけで運営して
いる｣と説明を受ける
(左)手作業によるトマトケチ
ャップの加工の様子

昭
和
36
年
に
発
足
し
た
地
域
の
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
か
ら
発
展
し
た
会
社
で
あ
り
、

女
性
だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地

域
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
加
工
販
売
を

し
て
お
り
、
特
に
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
は

全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
で
、

有
名
百
貨
店
で
も
逸
品
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
彩

な
経
営
展
開
に
よ
り
、
地
域
振
興
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
２
カ
所
の
研
修
で
し
た
が
、
両

地
域
と
も
地
域
へ
の
強
い
愛
着
と
地
道
な

活
動
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
話
し
合
い
の

末
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
を
逃
さ
な

い
果
敢
な
行
動
力
に
よ
っ
て
現
在
の
高
評

価
、
高
実
績
を
獲
得
し
た
も
の
で
、
驚
嘆

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
研
修
を
終
え
、
農
業
委
員
の
間
で
、
今

回
の
研
修
の
成
果
を
北
上
市
農
業
と
地
域

の
活
性
化
に
生
か
す
方
策
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
改
め
て
農

業
委
員
と
し
て
の
役
割
の
重
要
性
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　(

農
業
委
員
　
高
橋
忠
孝)

【
用
語
解
説
】

※
限
界
集
落
…
過
疎
化
と
高
齢
化
の
進
行

で
集
落
と
し
て
の
共
同
体
の
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
が
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
集

落
の
こ
と
。

※
６
次
産
業
…
農
畜
産
物
の
生
産(

一
次)

だ
け
で
な
く
、
食
品
加
工(

二
次)

、
流

通
・
販
売
な
ど(

三
次)

に
も
農
業
者
が
主

体
的
か
つ
総
合
的
に
関
わ
る
こ
と
。

提言内容を髙橋市長に説明

羽咋市職員よりブランド化の取り組みを聴く

市
長
に
提
言
書
を
提
出

安
心
で
き
る
営
農
環
境
を

先
進
地
を
視
察

６
次
産
業
化
な
ど
を
学
ぶ
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 ■審議データ

農地法  ９月 10 月 11 月

３条
３ ４ ３

35,172 45,574 29,499

４条
１ １ ０
279 953 ０

５条
７ ８ ３

3,323 9,604 745

適用外証明
６ ２ ７

2,713 754 3,652
農用地利用
集積計画

２ １ 38
9,688 2,589 313,601

農地の権利移転・利用権設定審議内容
上段　審議件数　下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権利を
設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権利を
設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的に使
用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権など
の権利を設定または移転する場合で受け手側が大規
模農家の場合

１月26日(木)　総会、農地・農政部会
２月22日(水)　農政部会
２月23日(木)　農地部会
３月22日(木)　総会、農政・農地部会

 ■これからの主な行事

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
視
察
研
修

及
川
三
雄
さ
ん(

黒
岩)

　
及
川
さ
ん
は
、
30
年
以
上
勤
め
た
会

社
を
辞
め
、
７
年
前
か
ら
ト
マ
ト
を
中

心
と
し
た
農
業
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
が
社
会
人
に

な
っ
た
こ
と
、
残
り
の
人
生
を
考
え
た

時
、
夫
婦
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
サ
ラ

　
農
業
委
員
会
、
農
業
協
同
組
合
と
市
議

会
と
の
研
修
・
交
流
会
は
11
月
４
日
、
ホ

テ
ル
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北
上
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
情
報
の
交
換
・
共
有
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
関
係
者
約
80
人
が
参
加
。

市
教
育
委
員
会
の
杉
本
良
上
席
主
任
社
会

教
育
主
事
に
よ
る｢

国
見
山
廃
寺
文
化
と

平
泉
黄
金
文
化
に
つ
い
て｣

の
講
演
に
続

き
、
参
加
者
全
員
と
農
業
情
勢
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
、
農
業
課
題
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　(

農
業
委
員
　
三
田
隆
治)

大崎市の紙面づくりを視察研修

　
市
農
業
委
員
会
編
集
委
員
は
11
月
28
日
、

宮
城
県
大
崎
市
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行
に
関
す
る
取
材

や
編
集
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
大
崎
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会

だ
よ
り
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
平
成
22
年

に
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
過

去
に
発
行
し
た
紙
面
を
見
な
が
ら
作
成
に

係
る
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
応
答
や
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
わ
り
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
56
回
岩
手
県
農
業
委
員
大
会
は
11
月

11
日
、
盛
岡
市
都
南
文
化
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
農
業

委
員
が
参
加
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
と

農
業
施
策
の
充
実
を
求
め
る
要
請
決
議
を

採
択
し
、
県
と
県
議
会
へ
要
請
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
・
再
生
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
な
ど
の
大
会
宣
言
も
併
せ
て

行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
式
典
に
お
い
て
当
委
員
会
が
活

動
記
録
部
門
、
農
業
者
年
金
部
門
、
全
国

農
業
新
聞
部
門
で
表
彰
を
受
け
た
ほ
か
、

次
の
農
業
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ト
マ
ト
で
農
業
に
挑
戦
！

リ
ー
マ
ン
の
時
の
罪
滅
ぼ
し
に
な
る
と

考
え
た
か
ら
で
し
た
。

　
は
じ
め
に
農
業
技
術
を
身
に
付
け
る

た
め
、
２
年
間
、
県
立
農
業
大
学
校
に

通
い
な
が
ら
、
近
く
の
ト
マ
ト
農
家
で

実
習
。
そ
の
後
、
ト
マ
ト
栽
培
用
の
ハ

ウ
ス
を
６
棟
建
設
し
、
現
在
は
12
棟
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
妻
の
育
子
さ
ん
は
、

産
直
に
も
出
荷
す
る
な
ど
農
業
を
楽
し

ん
で
お
り
、
繁
忙
期
に
は
及
川
さ
ん
の

２
人
の
弟
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
子
地
区
の
農
家
を
中
心
に

構
成
す
る｢

二
子
ト
マ
ト
組
合｣

に
加
入

し
、
先
進
農
家
や
盛
岡
の
指
導
農
業
士

か
ら
指
導
を
受
け
て
、
さ
ら
に
技
術
を

磨
い
て
い
ま
す
。
よ
り
質
の
高
い
ト
マ

ト
の
収
穫
量
を
増
や
す
こ
と
で
収
益
を

伸
ば
し
、
80
歳
ま
で
は
元
気
に
頑
張
り

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 (

農
業
委
員
　
小
原
廣
志)

岩
手
県
農
業
委
員
大
会

◇
活
動
表
彰

【
活
動
記
録
部
門
・
全
国
農
業
新
聞
部
門
】

　
八
重
樫
彰
氏

【
活
動
記
録
部
門
】
及
川
定
美
氏

　
　
　
　
　
　 (

農
業
委
員
　
三
田
隆
治)

農
業
団
体
と
市
議
会
と
の

研
修
・
交
流
会


